
 

２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

道府県・政令市名【福岡県】 

学校名【大刀洗町立大堰小学校】 

１実践テーマ Ⅲ  

２実施対象者 

（学 年 ･人 数） 

第４・６学年、特別支援学級在籍児童 ４５人  

 

３展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（総合的な学習の時間） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

○パラリンピック競技である車イスバスケットボール選手との

交流を通し、生き方や競技に取り組む姿勢を知り、自分の生活

に生かす。 
５ 取組内容 「車イスバスケットボール選手から学ぼう！」 

（１）高齢者や障がいを持った方   

との学びをふまえ、国際車イ  

スバスケ大会を観戦し、障が   

いがある方のプレイのすごさ  

を実感する。 

 

（２）車イスバスケを体験し、車   

イスを操作しながらのプレイ 

の難しさを実感するととも  

に、みんなで協力する楽しさ 

を味わう。 

 

（３）車イスバスケ選手のスポー 

ツに対する思いや障がいに 

向き合う姿勢についての話 

を聞き、自分の生活を振り返 

り、今後の展望をもつ。 

６ 主な成果 

 

○パラスポーツの素晴らしさや共生社会の構築の重要性を実感

できた。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

○県内であった国際車イスバスケットボールを観戦し、その直

後に出場した選手と車イスバスケット体験を行ったり、話を

聞いたりした。 

８主な課題等 ○実際の試合を観戦する場合や外部講師招聘のための予算をい

かに捻出するかが課題である。 

○総合的な学習の時間における探究課題を「福祉」で行った。た

だ、複数学年における「車イスバスケ体験」のねらいや活動の

位置付け方の更なる工夫が必要である。 



９来年度以降の

実施予定 

○「Ｉ’ｍPOSSIBLE」などの教材の活用を通して、パラスポ

ーツや共生社会構築への理解を深める取組をさらに進めてい

く。 

○本年度実施した取組を全教職員で共通理解を図るための研修

を実施し、取組の継続・深化を図る。 

 


